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 「京
きょう

雀
すずめ

」という言葉があります。これは、昔々、とかく噂好きだった公家を揶揄し

た言葉です。公家というと、寝殿造り
しんでんづくり

の屋敷に住み、池で船遊びをしたり、蹴鞠
け ま り

をした

り、恋文（和歌）を交換し合ったりなど、何処となく優雅な毎日を過ごしているイメー

ジがあります。しかし、実態はと言うと、武士が刀や弓矢で命の遣り取りをしていたの

と同じように、公家は噂を流すことによって命の遣り取りをしていました。公家の武器

は口です。公家達は権謀術数が渦巻く厳しい世界で生きていました。 

 奈良興福寺の阿修羅像のモデルとも伝わる 橘
たちばなの

奈良
な ら

麿
まろ

、天神様で有名な菅原道真
すがわらのみちざね

、

そして伊勢物語の主人公で、墨田区にゆかりの深い在原業平
ありわらのなりひら

・・・。噂で政争に敗れ

失意の内に世を去った人は多くいます。しかし、政争に勝った方もただでは済みません

でした。失意の内に消えていった人々の恨みに怯えて生きていかなければならなかった

のです。太宰府からの道真の怨霊に怯えた政権側が、祟りを鎮めるために京の西の玄関

口に北野天満宮を建立し、道真を神格化することによって霊を封印したのは有名な話で

す。このように「噂」は、流した方、流された方、双方に大きな痛手を与えます。  

 さて、噂やデマ、思い込みなど不確かな情報によって人心が惑わされることは、公家

の生きた時代だけではありません。現代でも同じようなことが身の回りでたくさん起き

ています。むしろ口伝や手紙によって噂が広められた平安の時代より、SNSやチェーン

メールの遣り取りによって情報が流されている平成の時代の方が、圧倒的に情報の伝播

が広範囲で、しかも速いだけに厳しいと言えます。私たちは、そのような時代に生きて

います。そして、将来、子供たちは、おそらく私たち大人よりもっと便利に、もっと広

範囲に、もっと大量の情報を流せる情報媒体を手に入れることになります。情報に踊ら

されないためにも、また意図せず当事者にならないためにも、今のうちに使い手や受け

手のモラル、判断力、良心といったものを向上させていかなければなりません。 

 よその家のこと、子供や先生のこと、学校のことなど、あくまでも個人の見解や思い

込みなどによる少数意見が SNSやメールを通すと、まるで世論であるかのように聞こえ

てしまうのが不思議です。「情報の真偽は」「情報の流し手の意図は」「情報を広めるこ

とで悲しむ人がいないのか」「当事者の一人となってしまって良いのか」「他に真偽を確

かめる方法はないのか」「自分は自分」などなど。誰とでもすぐに繋がることのできる

便利な世の中に生きているからこそ、判断力、教養、思慮深さ、信念、良心など、私た

ちが手に入れていかなければならないものがたくさんあります。悲しいかな。学校の教

育力は万全とは言えません。「京雀」が生きた時代よりも厳しい時代に生きるわが子に、

今、親としてしっかり背中を見せながら、家庭で教えていくことがたくさんあるような

気がします。
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